
「第23回定期大会」で本川新会長を選出し、2016年度活動をスタート！

＜代議員111人、特別代議員4人、執行部29人＞が参加

　

連
合
鳥
取
は
、　

月　

日（
木
）、倉
吉
未
来
中
心
に
お
い
て「
第　

回
定
期

大
会
」を
開
催
し
、２
０
１
６
年
度
運
動
方
針
や
予
算
、新
会
長
に
本
川
博
孝

さ
ん（
自
治
労
）を
選
出
す
る
新
役
員
体
制
に
つ
い
て
満
場
一
致
で
確
認
し

ま
し
た
。
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鳥取県議会議員浜田 妙子鳥取県議会議員坂野 経三郎

「11・6 鳥取西部怒りの　
大決起集会」で

子どもたちにインタビュー（右）

「11・6 鳥取西部怒りの　
大決起集会」で

子どもたちにインタビュー（右）

　額に汗して働く仲間のみなさまの御力を賜り、再び議
席をお与えいただきました。心から感謝申し上げます。
　さて先月、公式ホームページを作成しました。
　　http://www.keisaburo.info/
　　　　　　　　　　をご覧いただければ幸甚です。
　ホームページ内では、日頃の活動や政策は当然です
が、政務活動費の収支報告書や、すべての証拠書類
（領収書など）を、先駆けて掲載することも検討してい
ます。また、直接、ご意見を頂戴できるようなシステムも
導入しています。
　妻は医師ですが、私がめざすのは、政治の「かかりつ
け医」です。連合鳥取の
仲間のみなさま、どんな
ことでも結構です。お気
軽に、ご相談いただけば
と存じます。

平井知事に要請書を提出平井知事に要請書を提出

　地球の裏側に行ってまで戦争させるのか。
　21世紀を戦争のない平和と共生の世紀へと導く役割
を被爆国 日本が果たすべきではないのか。
　間違った道を進もうとする安倍政権への怒りは大き
く、私たちはデモもし、怒りの集会もし、地方女性議員
で抗議アピールも行い反発を強めています。

　11月6日の米子市の集会では４歳の子が
「NO WAR!」と叫びました。
　今、安倍政治にストップをかけるには
次の参議院選挙に勝ち、その勢いで
衆議院選挙にも勝つしかありません。

　政治を私達の手
に取り戻すため私達
は頑張っています。
　私たちが主権者な
のですから。

て
ん
じ
ん
こ
ら
む
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※詳しくは、連合鳥取事務局へ 
お問い合わせください。

※詳しくは、連合鳥取事務局へ 
お問い合わせください。

　

男
女
平
等
参
加
社
会
を
め
ざ
す
連
合
鳥

取
は
、毎
年
の
大
会
に
お
い
て
、で
き
る
だ

け
女
性
代
議
員
の
参
加
を
よ
び
か
け
、女

性
の
参
加
率
向
上
を
目
標
の
一
つ
と
し
て

お
り
、女
性
の
参
画
率
は
、　

％（　

人
）と

な
り
ま
し
た
。ま
た
、本
年
の
大
会
で
は
、

産
別
の
協
力
に
よ
り
、議
長
団
に
井
田
尚

子
代
議
員（
紙
パ
連
合
）と
藤
木
真
由
代
議

員（
情
報
労
連
）の
女
性
代
議
員
を
選
出
し
、

議
事
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

は
じ
め
に
、五
十
嵐
美
知
義
会
長
は
、

「
私
た
ち
は『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心

社
会
の
実
現
』を
目
標
と
し
、そ
の
実
現
の

た
め
に
は『
組
織
拡
大
』が
不
可
欠
で
あ
る
。

本
部
組
織
化
専
任
チ
ー
ム
、構
成
組
織
、連

合
鳥
取
・
各
地
域
協
議
会
が
三
位
一
体
と

な
り
、組
織
化
行
動
の
前
進
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、多
く
の
労
働
者
の
結
集
軸
の
輪

を
と
も
に
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、

『
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止
』の
取
り

組
み
と
し
て
、『
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
・
Ｔ
Ｈ
Ｅ
・
格
差

社
会
！
暮
ら
し
の
底
上
げ
実
現
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
』を
実
施
し
、組
合
員
・
県
民
に
訴

え
て
き
た
。反

対
の
声
の
多
い

中
、残
念
な
が

ら『
労
働
者
派

遣
改
悪
法
』を

自
民
党
は「
数

の
力
」を
背
景

に
強
行
採
決
を

行
っ
た
。続
い

て
国
会
審
議
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る『
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・

エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
』『
解
雇
の
金
銭
解
決

制
度
』な
ど
の
改
悪
阻
止
に
向
け
運
動
を

進
め
て
い
く
。そ
の
た
め
に
は
、政
治
の
力

が
必
要
で
あ
り
、来
夏
の
参
議
院
議
員
選

挙
で
の『
連
合
が
推
薦
す
る　

名
の
組
織

内
比
例
候
補
者
の
絶
対
勝
利
』と
、選
挙
区

選
挙
で
は『
鳥
取
・
島
根
の
合
区
に
お
け
る

我
々
と
理
念
を
同
じ
く
す
る
候
補
者
の
勝

利
』に
向
け
、連
合
鳥
取
全
構
成
組
織
の
力

を
結
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
力
強

く
訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
、先
般
開
催
さ
れ
た「
連
合
第　

回
定
期
大
会
」に
て
新
会
長
に
就
任
さ
れ

た
神
津
里
季
生
会
長
、林 

昭
男
鳥
取
県
副

知
事
を
は
じ
め
各
界
の
ご
来
賓
か
ら
祝
辞

を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、１
年
間
の
活
動
の
総
括
と
会

計
決
算
報
告
を
行
い
、議
事
に
移
り
ま
し
た

　

２
０
１
６
年
度
運
動
方
針
で
は
、「
組

織
運
営
の
基
本
」「
組
織
拡
大
・
強
化
」「
政

策
・
制
度
要
求
」な
ど
、各
局
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、本
年
は
役
員
改
選
期
で
あ
り
、

「
連
合
鳥
取
第
３
次
男
女
平
等
参
画
推
進

計
画
」に
基
づ
き
、新
た
に
女
性
代
表
３

人
を
含
む　

人
の
新
役
員
体
制
を
決
定

し
ま
し
た
。新
会
長
に
就
任
し
た
本
川
会

長
は
、「
労
働
法
制
や
社
会
保
障
の
改
悪

で
生
活
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
。連
合
が
前

に
出
て
運
動
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、本
川
新
会
長
の
音
頭
で「
団
結

が
ん
ば
ろ
う
」を
三
唱
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

STOP・THE・格差社会! 
すべての働く者を連合の輪へ「安心社会」を切り拓こう!
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ラ
イ
ド
シ
ェ
ア（
相
乗
り
）、

高
速
道
路
の
入
り
口
で
見
か

け
る
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
カ
ー
た
ち
が

行
き
先
を
紙
に
書
い
て
乗
せ

て
く
れ
る
車
を
待
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
、ス
マ
ホ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や

ア
プ
リ
を
使
い
、乗
り
た
い
人

と
乗
せ
た
い
人
を
つ
な
ぐ

（
マ
ッ
チ
ン
グ
）シ
ス
テ
ム
が
、

ウ
ー
バ
ー（
Ｕ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
）、ヘ
イ

ロ
ー（
Ｈ
ａ
ｉ
ｌ
ｏ
）、リ
フ
ト

（
Ｌｙ
ｆ
ｔ
）※

１
で
あ
る
。３

つ
と
も
基
本
は
同
じ
も
の
と

考
え
て
よ
さ
そ
う
だ
▼
な
ぜ
、

問
題
に
す
る
の
？
▼「
タ
ク

シ
ー
の
ス
マ
ホ
配
車
」が
始

ま
っ
て
い
る
。マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
と
し
て
は
ウ
ー
バ
ー
等
と

同
じ
な
の
だ
が
、前
者
は
必

ず
免
許
を
受
け
た
タ
ク
シ
ー

が
や
っ
て
く
る
。そ
れ
に
引
き

替
え
、ウ
ー
バ
ー
等
は
免
許

を
持
た
な
い
登
録
し
た
一
般

車
が
や
っ
て
く
る
。そ
れ
っ
て

違
法
、そ
う
、違
法
で
す
。し

か
し
、友
達
同
士
で
出
か
け

る
時
ガ
ソ
リ
ン
代
等
割
り
勘

に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ

ね
。そ
の
時
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は

ご
苦
労
さ
ん
代
を
上
乗
せ
し

て
割
り
勘
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
よ
ね…

。こ
れ
は
現
行

法
で
は
有
償
輸
送
に
あ
た
ら

な
い
。こ
う
い
っ
た
法
の
網
目

を
潜
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が

ウ
ー
バ
ー
、ヘ
イ
ロ
ー
、リ
フ
ト

な
の
で
あ
る
▼
こ
れ
ら
は
、基

本
的
に
車
を
持
た
ず
、人
を

雇
わ
ず
、事
故
等
の
責
任
を

負
う
こ
と
な
く
手
数
料
が
入

る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、そ

り
ゃ
お
い
し
い
で
す
わ
な…

。

だ
か
ら
反
対
な
の
だ
。そ

う
！
▼
し
か
し
、こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
人
口
が
減
り
高
齢
化

が
進
ん
で
い
く
。人
口
が
減
る

と
税
収
が
減
り
、高
齢
化
が

進
む
と
福
祉
費
が
増
大
す
る
。

行
政
は
何
と
し
て
も
支
出
を

抑
え
な
い
と
い
け
な
く
な
っ
て

い
く
。特
に
、地
方
の
公
共
交

通
機
関
は
行
政
か
ら
の
補
助

金
に
よ
り
な
ん
と
か
運
営
で

き
て
い
る
状
態
な
の
で
、減
額

や
打
ち
切
り
が
あ
れ
ば
た
ち

ま
ち
廃
止
に
な
っ
て
し
ま
う

▼
タ
ク
シ
ー
は
と
い
う
と
、そ

の
経
営
状
況
は
み
な
さ
ん
推

し
て
知
る
べ
し
で
す
よ
ね
。弱

り
目
に
祟
り
目
の
時
、ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
が
力
を
つ
け
始
め
る
。

ど
う
し
た
ら
い
い
の
！
▼
法
律

や
、条
例
は
国
や
自
治
体
が

作
る
も
の
。グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を

白
く
塗
る
よ
う
な
法
制
定
は

絶
対
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

疲
弊
す
る
公
共
交
通
機
関

を
活
性
化
さ
せ
る
方
策
を
み

ん
な
で
考
え
、遂
行
し
て
ゆ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま
た
、

自
治
体
が
独
自
に
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
シ
ス

テ
ム
を
構
築

す
る
可
能
性

も
否
定
で
き

ず…

。わ
れ

わ
れ
の
戦
い

の
道
は
長
い

で
す
ぞ…

。
（※1）
ウーバー（UBER）、ヘイロー（Hailo）、
リフト（Lyft）／いずれもアメリカなど
に本社のある会社名。
また、その会社が行っている携帯・
スマートフォンを介した自動車の配
車や相乗りサービスを示す。

（
イ
ッ
コ
ウ
）

。

あいさつする本川新会長（演壇前）あいさつする本川新会長（演壇前）

五十嵐会長五十嵐会長
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円693
鳥取県の最低賃金/産別最賃が変わります

電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製造業

鳥取県
最低賃金

753円（現在743円）2015年12月19日発効
各種商品小売業 710円（現在700円）2015年12月19日発効
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連合鳥取  2016年度運動方針 ＜抜粋＞

2016年度役員　 － よろしくお願いします －
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意外と身近な労働組合　もっと広げよう仲間のきずな
－青年委員会／「連合ユースラリー」滋賀県にて開催－

中部地協／労働組合が積極的に関わることで低投票率をくい止めよう！
－「学習会及び推薦議員との意見交換会」に女性13名を含む単組代表者＆若者組合員51名参加－

東部地協／鳥取市へ初の要請行動を実施・27項目を提出

連合のゆるキャラ
ユニオニオン

今期２年間の運動の基軸

具体的な運動方針（骨子）

■「働くことを軸とする安心社会」の実現に向けた総掛かりの運動
　１． 働く者の暮らしの底上げを起点とする経済の好循環の実現
　　 ①働く者のセーフティネットである集団的労使関係を社会に拡げていく。
　　 ②2014、2015春季生活闘争の流れをより強く波及力の高いものにし、すべての働く者の底上げ・底支え、格差是正に全力をあげる。
　　 ③地域フォーラムの開催や地方創生への参画など、地域経済の活性化・底上げにむけ、地域に開かれた場で問題意識を共有化し
　　　 連携する運動を展開する。
　２． すべての働くものにディーセント・ワーク
　　 ○ワーク・ライフ・バランス社会の実現に向け、長時間労働の是正、働き方改革、休み方改革の推進を図る。
　３． よい社会をつくるため、志を同じくする組織・人と連携し、自らが行動
　　 ①「地域に根ざした顔の見える運動」の実践強化を通じ、地域レベルから「働くことを軸とする安心社会」実現に向けた社会的
　　うねりを作り出していく。そのため、生活相談や地方議員や志を同じくする団体との連携を通じ、働く者・生活者のニーズを汲
　　み取り、地域で頼られる存在としての役割を発揮する。

　　 ②連合・労福協・労金・全労済の４団体による支え合い・助け合いの運動を推進する。
■運動のパワーアップをはかるために
　　 ①「組織力」を強化する　②内外における「発信力」を強化する　③「労働教育」を推進する　④「政策立案能力」を高める
　　 ⑤「政策実現力」を高める

　連合は、地域や職場を超えた交流や情報共有、意見交換の場として、５年ごとに「連
合ユースラリー」を開催しています。今回は滋賀県にて開催され、連合鳥取青年委員会
から大野潤平委員長・垣屋克吉会計監査が参加しました。
　１日目にはITUC-AP（国際労働組合総連合・アジア太平洋地域組織）青年委員会議
長による記念講演があり、アジアの青年委員会活動状況について講演いただき、海外に
も労働組合があることや万国共有の課題（若者の組合離れや男女平等について等）が
あることを学びました。
　２日目は参加者が半数にわかれ、講演とレクリエーションとしてミニ運動会を行い、チー
ムで協力してゲームをすることで一体感が生まれ、たくさんの人と交流することができまし
た。
　研修の参加者は同世代の組合員・組合役員であったため、普段の活動内容や悩み・
苦労等さまざまな情報交換を行うことができ、人と人の繋がりは私たちの人生における

“宝”であり、今回の出会いをこれからも大切にしていきたいと感じました。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

　東部地協は11月20日（金）、鳥取市に対して「2016年度政策・制度に関わる要請書」を提出しました。組合員が直面し
ている諸問題について改善をめざし、より良い労働・生活環境を築くことを目的としています。要請書の提出は初めてで、
①雇用労働、②教育、③公共交通・運輸、④情報社会化、⑤福祉・医療、⑥農業政策　について具体的な要望27項目
が盛り込まれ、棚田 厚副議長から深澤義彦市長に手渡されました。
　棚田副議長は、「『市民・生活者』が幅広く利益を享受できる項目であり、これらの政策実現に御高配を賜りたい」と述
べ、これに対して市長は「要請内容はいずれも市政の重要な課題であり、それぞれの部署で検討する」と回答されました。
　今回、各構成組織の協力により初めて要求書をまとめることができましたが、これからも組合員から幅広い要望を取り
まとめ継続的に取り組んでいくこととします。

＜講　　演＞　現在の一番注目されている「マイナンバー」について、税理士の齋藤邦康さんに「マイナンバー制度と
今後の推移」と題して１時間の講演をいただきました。
 「政府は、『公平・公正な社会の実現』、『国民の利便性の向上』、『行政の効率化』などメリットを強調しているが、使用
目的（社会保障関係の手続き、税務関係の手続き、災害対策）以外に使用すると法律違反となるので厳重に取り扱う必
要がある。」と説明され、「それにもかかわらず自公政権は、さらに利用拡大を考えていることに『情報漏えいの危険性と
別の意図を感じる』」と訴えられました。
＜基調報告＞　①興治英夫鳥取県議会議員／９月県議会代表質問での10項目の質問の趣旨説明。
　　　　　　　②民主党鳥取県連副代表の湯原俊二さん／民主党の政策と政権与党の
政策の違いについて説明されるとともに、「アメリカの国益とマスコミの影響力も含め、11月22
日の大阪ダブル選挙結果が自民党にも民主党にも大きく影響する」との報告がありました。
　－説明された主な内容－
　　・地方創生における農政の課題　　・労働者派遣法など改悪の影響
　　・解釈改憲した背景と今後の影響　・消費税増税における軽減税率導入の課題
＜グループ討議＞　６グループで「政治離れの組合員、私たちにできること・やらなければならな
いこと」について熱い議論を行いました。様々な意見が出され、①日常からの組合活動が重
要であること、②他の政党との違いを明確化、③中部地区での医療体制で特定診療科目の
脆弱性などの政策制度に関わる発表もされ、有意義な会となりました。

■組織局、非正規労働センターの取り組み 
１．組織拡大
　　～連合鳥取の組織人員目標32,000人の実現～
２．組織強化の取り組み
３．「なんでも労働相談ダイヤル」の基盤強化
４．職場から始めよう運動の浸透と展開
５．地域に根ざした顔のみえる地協運動のさらなる進化

■広報・教育局の取り組み
１．内外における「発信力」の強化
２．労働教育の推進
３．広報宣伝活動の推進

■国民運動局の取り組み
１．平和運動の推進
２．人権・連帯活動の強化
３．中国吉林省総工会との友好交流

■労働政策局の取り組み
１．政策・制度要求、政策実現に向けて
２．STOP THE 格差社会！暮らしの底上げ実現キャンペーン
３．取引の適正化と公契約運動
４．労働安全衛生対策

■中小労働局の取り組み
１．中小労働運動の推進
２．2016春季生活闘争
３．最低賃金の取り組み
４．労働環境改善の取り組み
５．ディーセント・ワーク実現に向けた取り組み

■男女平等局の取り組み
１．労働組合における男女平等参画の達成に向けた取り組み

■政治センターの取り組み
１．政治活動の基本
　　＜勤労者の声を代弁する民主党を基軸とした
                                                リベラル勢力の拡大＞
２．選挙活動の推進
　　＜第24回参議院選挙（2016年7月実施予定）他＞
３．選挙活動の強化
　　＜組合員の政治意識の向上・法令遵守徹底・
　　　　　　  投票促進運動・地域での政治基盤強化＞
４．政治センターの機能強化
　　＜民主党鳥取県連、推薦・支持議員団と
　　　　　　　　　　　 の連携強化と運動の具体化＞

連合鳥取「第3次男女平等参画推進計画」に基づき、
新年度に女性代表の執行委員を３名選出しました。

本川　博孝
弘中　光典
寺谷　昭人
松崎　浩哉
田中　　穂
吉田　　正
馬場　一憲
山田　秀之
佐貫　　馨

自　治　労
ＵＡゼンセン
日　教　組
運 輸 労 連
電力総連／専従
ＪＡＭ／専従
自治労／専従（東部地協）
自治労／専従（中部地協）
ＪＲ連合／専従（西部地協）

吉田　葉子（女性代表／　　　　　）　 　　竹田　美智子（女性代表／　　　　　）
※青年委員会・女性委員会代表（各1人）　　※東部・中部・西部地協代表（各1人）

廣澤　寿志
里田　斉昭
潮　　克浩
矢田　仁志
山部　宏文

河村　正之
藤田　浩二
若月　哲郎
米村　　徹
桑村　紀幸

西村　裕生
藤田　雅志
門脇　直人
中嶋　逸公
下田　倫久
西平　文英

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

電 機 連 合
ＪＰ 労 組
紙 パ 連 合
情 報 労 連
全 水 道

ＪＰ 労 組
電 機 連 合
全 水 道

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

ＪＲ 連 合
全国農団労
自動車総連
私 鉄 総 連
国 税 労 組

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

自 治 労
Ｊ Ａ Ｍ
電 力 総 連
交 通 労 連
フード連合
国 公 総 連

執 行 委 員

会 計 監 査

会 長
役 職 名 氏 名 産 別 他

副 会 長

事 務 局 長
副事務局長

森上　　章木山　健一浦木　　肇 （ ）国 公 総 連 （ ）全 労 金（ ）情 報 労 連

浅田　弘子（女性代表／　　　　　）

注目
！

■主な要請事項■
＜福祉・医療政策（子育てしやすい環境整備）＞
　①第１子を受け入れている保育所へ、第２子・第３子の優先受入れを実施してもらいたい。
　②保育料の算出で市町村民税所得割額は住宅借入金等特別控除額前の額となっており、
　　若者世代の家計に大きな影響を及ぼしている、所得割額は控除後の額にすること。
　③学童保育について受入態勢の充実を要望する。
＜公共交通・運輸政策＞○中国自動車道など高速道路へのアクセス強化（複線化）を
　　　　　　　　　　　早急に進めること。
＜農　業　政　策＞○鳥取市の農業展望について（米、果樹のブランド化）
＜雇用・労働政策＞○ハローワークと連携した雇用対策の強化

（寄稿　青年委員会委員長　大野潤平さん）

講師／齋藤さん講師／齋藤さん

（　）は出身産別

＜女性代表執行委員＞
　（左より）　浅田　弘子さん
　　　　　　吉田　葉子さん
　　　　　　竹田　美智子さん

中央が本川新会長中央が本川新会長
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連合鳥取  2016年度運動方針 ＜抜粋＞

2016年度役員　 － よろしくお願いします －
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意外と身近な労働組合　もっと広げよう仲間のきずな
－青年委員会／「連合ユースラリー」滋賀県にて開催－

中部地協／労働組合が積極的に関わることで低投票率をくい止めよう！
－「学習会及び推薦議員との意見交換会」に女性13名を含む単組代表者＆若者組合員51名参加－

東部地協／鳥取市へ初の要請行動を実施・27項目を提出

連合のゆるキャラ
ユニオニオン

今期２年間の運動の基軸

具体的な運動方針（骨子）

■「働くことを軸とする安心社会」の実現に向けた総掛かりの運動
　１． 働く者の暮らしの底上げを起点とする経済の好循環の実現
　　 ①働く者のセーフティネットである集団的労使関係を社会に拡げていく。
　　 ②2014、2015春季生活闘争の流れをより強く波及力の高いものにし、すべての働く者の底上げ・底支え、格差是正に全力をあげる。
　　 ③地域フォーラムの開催や地方創生への参画など、地域経済の活性化・底上げにむけ、地域に開かれた場で問題意識を共有化し
　　　 連携する運動を展開する。
　２． すべての働くものにディーセント・ワーク
　　 ○ワーク・ライフ・バランス社会の実現に向け、長時間労働の是正、働き方改革、休み方改革の推進を図る。
　３． よい社会をつくるため、志を同じくする組織・人と連携し、自らが行動
　　 ①「地域に根ざした顔の見える運動」の実践強化を通じ、地域レベルから「働くことを軸とする安心社会」実現に向けた社会的
　　うねりを作り出していく。そのため、生活相談や地方議員や志を同じくする団体との連携を通じ、働く者・生活者のニーズを汲
　　み取り、地域で頼られる存在としての役割を発揮する。

　　 ②連合・労福協・労金・全労済の４団体による支え合い・助け合いの運動を推進する。
■運動のパワーアップをはかるために
　　 ①「組織力」を強化する　②内外における「発信力」を強化する　③「労働教育」を推進する　④「政策立案能力」を高める
　　 ⑤「政策実現力」を高める

　連合は、地域や職場を超えた交流や情報共有、意見交換の場として、５年ごとに「連
合ユースラリー」を開催しています。今回は滋賀県にて開催され、連合鳥取青年委員会
から大野潤平委員長・垣屋克吉会計監査が参加しました。
　１日目にはITUC-AP（国際労働組合総連合・アジア太平洋地域組織）青年委員会議
長による記念講演があり、アジアの青年委員会活動状況について講演いただき、海外に
も労働組合があることや万国共有の課題（若者の組合離れや男女平等について等）が
あることを学びました。
　２日目は参加者が半数にわかれ、講演とレクリエーションとしてミニ運動会を行い、チー
ムで協力してゲームをすることで一体感が生まれ、たくさんの人と交流することができまし
た。
　研修の参加者は同世代の組合員・組合役員であったため、普段の活動内容や悩み・
苦労等さまざまな情報交換を行うことができ、人と人の繋がりは私たちの人生における

“宝”であり、今回の出会いをこれからも大切にしていきたいと感じました。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

　東部地協は11月20日（金）、鳥取市に対して「2016年度政策・制度に関わる要請書」を提出しました。組合員が直面し
ている諸問題について改善をめざし、より良い労働・生活環境を築くことを目的としています。要請書の提出は初めてで、
①雇用労働、②教育、③公共交通・運輸、④情報社会化、⑤福祉・医療、⑥農業政策　について具体的な要望27項目
が盛り込まれ、棚田 厚副議長から深澤義彦市長に手渡されました。
　棚田副議長は、「『市民・生活者』が幅広く利益を享受できる項目であり、これらの政策実現に御高配を賜りたい」と述
べ、これに対して市長は「要請内容はいずれも市政の重要な課題であり、それぞれの部署で検討する」と回答されました。
　今回、各構成組織の協力により初めて要求書をまとめることができましたが、これからも組合員から幅広い要望を取り
まとめ継続的に取り組んでいくこととします。

＜講　　演＞　現在の一番注目されている「マイナンバー」について、税理士の齋藤邦康さんに「マイナンバー制度と
今後の推移」と題して１時間の講演をいただきました。
 「政府は、『公平・公正な社会の実現』、『国民の利便性の向上』、『行政の効率化』などメリットを強調しているが、使用
目的（社会保障関係の手続き、税務関係の手続き、災害対策）以外に使用すると法律違反となるので厳重に取り扱う必
要がある。」と説明され、「それにもかかわらず自公政権は、さらに利用拡大を考えていることに『情報漏えいの危険性と
別の意図を感じる』」と訴えられました。
＜基調報告＞　①興治英夫鳥取県議会議員／９月県議会代表質問での10項目の質問の趣旨説明。
　　　　　　　②民主党鳥取県連副代表の湯原俊二さん／民主党の政策と政権与党の
政策の違いについて説明されるとともに、「アメリカの国益とマスコミの影響力も含め、11月22
日の大阪ダブル選挙結果が自民党にも民主党にも大きく影響する」との報告がありました。
　－説明された主な内容－
　　・地方創生における農政の課題　　・労働者派遣法など改悪の影響
　　・解釈改憲した背景と今後の影響　・消費税増税における軽減税率導入の課題
＜グループ討議＞　６グループで「政治離れの組合員、私たちにできること・やらなければならな
いこと」について熱い議論を行いました。様々な意見が出され、①日常からの組合活動が重
要であること、②他の政党との違いを明確化、③中部地区での医療体制で特定診療科目の
脆弱性などの政策制度に関わる発表もされ、有意義な会となりました。

■組織局、非正規労働センターの取り組み 
１．組織拡大
　　～連合鳥取の組織人員目標32,000人の実現～
２．組織強化の取り組み
３．「なんでも労働相談ダイヤル」の基盤強化
４．職場から始めよう運動の浸透と展開
５．地域に根ざした顔のみえる地協運動のさらなる進化

■広報・教育局の取り組み
１．内外における「発信力」の強化
２．労働教育の推進
３．広報宣伝活動の推進

■国民運動局の取り組み
１．平和運動の推進
２．人権・連帯活動の強化
３．中国吉林省総工会との友好交流

■労働政策局の取り組み
１．政策・制度要求、政策実現に向けて
２．STOP THE 格差社会！暮らしの底上げ実現キャンペーン
３．取引の適正化と公契約運動
４．労働安全衛生対策

■中小労働局の取り組み
１．中小労働運動の推進
２．2016春季生活闘争
３．最低賃金の取り組み
４．労働環境改善の取り組み
５．ディーセント・ワーク実現に向けた取り組み

■男女平等局の取り組み
１．労働組合における男女平等参画の達成に向けた取り組み

■政治センターの取り組み
１．政治活動の基本
　　＜勤労者の声を代弁する民主党を基軸とした
                                                リベラル勢力の拡大＞
２．選挙活動の推進
　　＜第24回参議院選挙（2016年7月実施予定）他＞
３．選挙活動の強化
　　＜組合員の政治意識の向上・法令遵守徹底・
　　　　　　  投票促進運動・地域での政治基盤強化＞
４．政治センターの機能強化
　　＜民主党鳥取県連、推薦・支持議員団と
　　　　　　　　　　　 の連携強化と運動の具体化＞

連合鳥取「第3次男女平等参画推進計画」に基づき、
新年度に女性代表の執行委員を３名選出しました。

本川　博孝
弘中　光典
寺谷　昭人
松崎　浩哉
田中　　穂
吉田　　正
馬場　一憲
山田　秀之
佐貫　　馨

自　治　労
ＵＡゼンセン
日　教　組
運 輸 労 連
電力総連／専従
ＪＡＭ／専従
自治労／専従（東部地協）
自治労／専従（中部地協）
ＪＲ連合／専従（西部地協）

吉田　葉子（女性代表／　　　　　）　 　　竹田　美智子（女性代表／　　　　　）
※青年委員会・女性委員会代表（各1人）　　※東部・中部・西部地協代表（各1人）

廣澤　寿志
里田　斉昭
潮　　克浩
矢田　仁志
山部　宏文

河村　正之
藤田　浩二
若月　哲郎
米村　　徹
桑村　紀幸

西村　裕生
藤田　雅志
門脇　直人
中嶋　逸公
下田　倫久
西平　文英

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

電 機 連 合
ＪＰ 労 組
紙 パ 連 合
情 報 労 連
全 水 道

ＪＰ 労 組
電 機 連 合
全 水 道

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

ＪＲ 連 合
全国農団労
自動車総連
私 鉄 総 連
国 税 労 組

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

自 治 労
Ｊ Ａ Ｍ
電 力 総 連
交 通 労 連
フード連合
国 公 総 連

執 行 委 員

会 計 監 査

会 長
役 職 名 氏 名 産 別 他

副 会 長

事 務 局 長
副事務局長

森上　　章木山　健一浦木　　肇 （ ）国 公 総 連 （ ）全 労 金（ ）情 報 労 連

浅田　弘子（女性代表／　　　　　）

注目
！

■主な要請事項■
＜福祉・医療政策（子育てしやすい環境整備）＞
　①第１子を受け入れている保育所へ、第２子・第３子の優先受入れを実施してもらいたい。
　②保育料の算出で市町村民税所得割額は住宅借入金等特別控除額前の額となっており、
　　若者世代の家計に大きな影響を及ぼしている、所得割額は控除後の額にすること。
　③学童保育について受入態勢の充実を要望する。
＜公共交通・運輸政策＞○中国自動車道など高速道路へのアクセス強化（複線化）を
　　　　　　　　　　　早急に進めること。
＜農　業　政　策＞○鳥取市の農業展望について（米、果樹のブランド化）
＜雇用・労働政策＞○ハローワークと連携した雇用対策の強化

（寄稿　青年委員会委員長　大野潤平さん）

講師／齋藤さん講師／齋藤さん

（　）は出身産別

＜女性代表執行委員＞
　（左より）　浅田　弘子さん
　　　　　　吉田　葉子さん
　　　　　　竹田　美智子さん

中央が本川新会長中央が本川新会長



「第23回定期大会」で本川新会長を選出し、2016年度活動をスタート！

＜代議員111人、特別代議員4人、執行部29人＞が参加

　

連
合
鳥
取
は
、　

月　

日（
木
）、倉
吉
未
来
中
心
に
お
い
て「
第　

回
定
期

大
会
」を
開
催
し
、２
０
１
６
年
度
運
動
方
針
や
予
算
、新
会
長
に
本
川
博
孝

さ
ん（
自
治
労
）を
選
出
す
る
新
役
員
体
制
に
つ
い
て
満
場
一
致
で
確
認
し

ま
し
た
。

２０１5年12月１日
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れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取（４） No.12 ２０１５ 年 １２ 月 １ 日

鳥取県議会議員浜田 妙子鳥取県議会議員坂野 経三郎

「11・6 鳥取西部怒りの　
大決起集会」で

子どもたちにインタビュー（右）

「11・6 鳥取西部怒りの　
大決起集会」で

子どもたちにインタビュー（右）

　額に汗して働く仲間のみなさまの御力を賜り、再び議
席をお与えいただきました。心から感謝申し上げます。
　さて先月、公式ホームページを作成しました。
　　http://www.keisaburo.info/
　　　　　　　　　　をご覧いただければ幸甚です。
　ホームページ内では、日頃の活動や政策は当然です
が、政務活動費の収支報告書や、すべての証拠書類
（領収書など）を、先駆けて掲載することも検討してい
ます。また、直接、ご意見を頂戴できるようなシステムも
導入しています。
　妻は医師ですが、私がめざすのは、政治の「かかりつ
け医」です。連合鳥取の
仲間のみなさま、どんな
ことでも結構です。お気
軽に、ご相談いただけば
と存じます。

平井知事に要請書を提出平井知事に要請書を提出

　地球の裏側に行ってまで戦争させるのか。
　21世紀を戦争のない平和と共生の世紀へと導く役割
を被爆国 日本が果たすべきではないのか。
　間違った道を進もうとする安倍政権への怒りは大き
く、私たちはデモもし、怒りの集会もし、地方女性議員
で抗議アピールも行い反発を強めています。

　11月6日の米子市の集会では４歳の子が
「NO WAR!」と叫びました。
　今、安倍政治にストップをかけるには
次の参議院選挙に勝ち、その勢いで
衆議院選挙にも勝つしかありません。

　政治を私達の手
に取り戻すため私達
は頑張っています。
　私たちが主権者な
のですから。

て
ん
じ
ん
こ
ら
む

11

19

23

※詳しくは、連合鳥取事務局へ 
お問い合わせください。

※詳しくは、連合鳥取事務局へ 
お問い合わせください。

　

男
女
平
等
参
加
社
会
を
め
ざ
す
連
合
鳥

取
は
、毎
年
の
大
会
に
お
い
て
、で
き
る
だ

け
女
性
代
議
員
の
参
加
を
よ
び
か
け
、女

性
の
参
加
率
向
上
を
目
標
の
一
つ
と
し
て

お
り
、女
性
の
参
画
率
は
、　

％（　

人
）と

な
り
ま
し
た
。ま
た
、本
年
の
大
会
で
は
、

産
別
の
協
力
に
よ
り
、議
長
団
に
井
田
尚

子
代
議
員（
紙
パ
連
合
）と
藤
木
真
由
代
議

員（
情
報
労
連
）の
女
性
代
議
員
を
選
出
し
、

議
事
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

は
じ
め
に
、五
十
嵐
美
知
義
会
長
は
、

「
私
た
ち
は『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心

社
会
の
実
現
』を
目
標
と
し
、そ
の
実
現
の

た
め
に
は『
組
織
拡
大
』が
不
可
欠
で
あ
る
。

本
部
組
織
化
専
任
チ
ー
ム
、構
成
組
織
、連

合
鳥
取
・
各
地
域
協
議
会
が
三
位
一
体
と

な
り
、組
織
化
行
動
の
前
進
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、多
く
の
労
働
者
の
結
集
軸
の
輪

を
と
も
に
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、

『
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止
』の
取
り

組
み
と
し
て
、『
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
・
Ｔ
Ｈ
Ｅ
・
格
差

社
会
！
暮
ら
し
の
底
上
げ
実
現
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
』を
実
施
し
、組
合
員
・
県
民
に
訴

え
て
き
た
。反

対
の
声
の
多
い

中
、残
念
な
が

ら『
労
働
者
派

遣
改
悪
法
』を

自
民
党
は「
数

の
力
」を
背
景

に
強
行
採
決
を

行
っ
た
。続
い

て
国
会
審
議
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る『
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・

エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
』『
解
雇
の
金
銭
解
決

制
度
』な
ど
の
改
悪
阻
止
に
向
け
運
動
を

進
め
て
い
く
。そ
の
た
め
に
は
、政
治
の
力

が
必
要
で
あ
り
、来
夏
の
参
議
院
議
員
選

挙
で
の『
連
合
が
推
薦
す
る　

名
の
組
織

内
比
例
候
補
者
の
絶
対
勝
利
』と
、選
挙
区

選
挙
で
は『
鳥
取
・
島
根
の
合
区
に
お
け
る

我
々
と
理
念
を
同
じ
く
す
る
候
補
者
の
勝

利
』に
向
け
、連
合
鳥
取
全
構
成
組
織
の
力

を
結
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
力
強

く
訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
、先
般
開
催
さ
れ
た「
連
合
第　

回
定
期
大
会
」に
て
新
会
長
に
就
任
さ
れ

た
神
津
里
季
生
会
長
、林 

昭
男
鳥
取
県
副

知
事
を
は
じ
め
各
界
の
ご
来
賓
か
ら
祝
辞

を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、１
年
間
の
活
動
の
総
括
と
会

計
決
算
報
告
を
行
い
、議
事
に
移
り
ま
し
た

　

２
０
１
６
年
度
運
動
方
針
で
は
、「
組

織
運
営
の
基
本
」「
組
織
拡
大
・
強
化
」「
政

策
・
制
度
要
求
」な
ど
、各
局
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、本
年
は
役
員
改
選
期
で
あ
り
、

「
連
合
鳥
取
第
３
次
男
女
平
等
参
画
推
進

計
画
」に
基
づ
き
、新
た
に
女
性
代
表
３

人
を
含
む　

人
の
新
役
員
体
制
を
決
定

し
ま
し
た
。新
会
長
に
就
任
し
た
本
川
会

長
は
、「
労
働
法
制
や
社
会
保
障
の
改
悪

で
生
活
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
。連
合
が
前

に
出
て
運
動
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、本
川
新
会
長
の
音
頭
で「
団
結

が
ん
ば
ろ
う
」を
三
唱
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

STOP・THE・格差社会! 
すべての働く者を連合の輪へ「安心社会」を切り拓こう!
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38

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア（
相
乗
り
）、

高
速
道
路
の
入
り
口
で
見
か

け
る
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
カ
ー
た
ち
が

行
き
先
を
紙
に
書
い
て
乗
せ

て
く
れ
る
車
を
待
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
、ス
マ
ホ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や

ア
プ
リ
を
使
い
、乗
り
た
い
人

と
乗
せ
た
い
人
を
つ
な
ぐ

（
マ
ッ
チ
ン
グ
）シ
ス
テ
ム
が
、

ウ
ー
バ
ー（
Ｕ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
）、ヘ
イ

ロ
ー（
Ｈ
ａ
ｉ
ｌ
ｏ
）、リ
フ
ト

（
Ｌｙ
ｆ
ｔ
）※

１
で
あ
る
。３

つ
と
も
基
本
は
同
じ
も
の
と

考
え
て
よ
さ
そ
う
だ
▼
な
ぜ
、

問
題
に
す
る
の
？
▼「
タ
ク

シ
ー
の
ス
マ
ホ
配
車
」が
始

ま
っ
て
い
る
。マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
と
し
て
は
ウ
ー
バ
ー
等
と

同
じ
な
の
だ
が
、前
者
は
必

ず
免
許
を
受
け
た
タ
ク
シ
ー

が
や
っ
て
く
る
。そ
れ
に
引
き

替
え
、ウ
ー
バ
ー
等
は
免
許

を
持
た
な
い
登
録
し
た
一
般

車
が
や
っ
て
く
る
。そ
れ
っ
て

違
法
、そ
う
、違
法
で
す
。し

か
し
、友
達
同
士
で
出
か
け

る
時
ガ
ソ
リ
ン
代
等
割
り
勘

に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ

ね
。そ
の
時
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は

ご
苦
労
さ
ん
代
を
上
乗
せ
し

て
割
り
勘
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
よ
ね…

。こ
れ
は
現
行

法
で
は
有
償
輸
送
に
あ
た
ら

な
い
。こ
う
い
っ
た
法
の
網
目

を
潜
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が

ウ
ー
バ
ー
、ヘ
イ
ロ
ー
、リ
フ
ト

な
の
で
あ
る
▼
こ
れ
ら
は
、基

本
的
に
車
を
持
た
ず
、人
を

雇
わ
ず
、事
故
等
の
責
任
を

負
う
こ
と
な
く
手
数
料
が
入

る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、そ

り
ゃ
お
い
し
い
で
す
わ
な…

。

だ
か
ら
反
対
な
の
だ
。そ

う
！
▼
し
か
し
、こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
人
口
が
減
り
高
齢
化

が
進
ん
で
い
く
。人
口
が
減
る

と
税
収
が
減
り
、高
齢
化
が

進
む
と
福
祉
費
が
増
大
す
る
。

行
政
は
何
と
し
て
も
支
出
を

抑
え
な
い
と
い
け
な
く
な
っ
て

い
く
。特
に
、地
方
の
公
共
交

通
機
関
は
行
政
か
ら
の
補
助

金
に
よ
り
な
ん
と
か
運
営
で

き
て
い
る
状
態
な
の
で
、減
額

や
打
ち
切
り
が
あ
れ
ば
た
ち

ま
ち
廃
止
に
な
っ
て
し
ま
う

▼
タ
ク
シ
ー
は
と
い
う
と
、そ

の
経
営
状
況
は
み
な
さ
ん
推

し
て
知
る
べ
し
で
す
よ
ね
。弱

り
目
に
祟
り
目
の
時
、ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
が
力
を
つ
け
始
め
る
。

ど
う
し
た
ら
い
い
の
！
▼
法
律

や
、条
例
は
国
や
自
治
体
が

作
る
も
の
。グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を

白
く
塗
る
よ
う
な
法
制
定
は

絶
対
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

疲
弊
す
る
公
共
交
通
機
関

を
活
性
化
さ
せ
る
方
策
を
み

ん
な
で
考
え
、遂
行
し
て
ゆ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま
た
、

自
治
体
が
独
自
に
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
シ
ス

テ
ム
を
構
築

す
る
可
能
性

も
否
定
で
き

ず…

。わ
れ

わ
れ
の
戦
い

の
道
は
長
い

で
す
ぞ…

。
（※1）
ウーバー（UBER）、ヘイロー（Hailo）、
リフト（Lyft）／いずれもアメリカなど
に本社のある会社名。
また、その会社が行っている携帯・
スマートフォンを介した自動車の配
車や相乗りサービスを示す。

（
イ
ッ
コ
ウ
）

。

あいさつする本川新会長（演壇前）あいさつする本川新会長（演壇前）

五十嵐会長五十嵐会長
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16.2

円693
鳥取県の最低賃金/産別最賃が変わります

電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製造業

鳥取県
最低賃金

753円（現在743円）2015年12月19日発効
各種商品小売業 710円（現在700円）2015年12月19日発効
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